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〔環境理念〕
株式会社中静工業所は、ハーネス等電装品の生産
活動を通して、全員参加で環境保全活動に取組む

〔基本方針〕

(1) 環境保全活動は、次の項目を重点活動として
    継続的改善に取組みます

 ① 二酸化炭素排出量の削減
※電力使用量とガソリン・軽油投入量の削減

 ② 廃棄物排出量の削減
※3R活動による廃棄物の削減

 ③ 水道使用量の削減
※一般生活用水の節水意識向上

 ④ 化学物質使用量の把握
※適正量の購入維持

 ⑤ 環境に配慮した製品作りの推進
※梱包方法等の見直し、不良品率の削減

 ⑥ 環境負荷削減と費用削減を両立

(2) 環境関連法規制及び当社が同意するその他
    の要求事項を遵守します

(3) 環境に配慮した製造活動を中心に、
    環境経営の継続的改善を実施します

(4) 社内へは環境経営方針を全従業員に周知徹底を図り、
    社外へもHPを通じて環境経営レポートを開示します

制定： 2008年 5月 10日

改定： 2020年 6月 5日

　株式会社中静工業所

　代表取締役社長　岩田 潔周

1. 環 境 経 営 方 針
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２. 事業概要

（1）  組織の概要

会社名

代表者

資本金

売上高

事業年度

年間稼動日数

就業形態

就業時間

従業員数(全社)

創業

環境管理責任者

事業所名
高橋工場

(本社・管理部)
飯田事業所 下野工場 松野工場 内田事業所 九州佐賀工場

事業所所在地
〒424-0043
静岡市清水区
永楽町11-89

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-43

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-50

〒421-3303
静岡県富士市
南松野296-1

〒424-0008
静岡市清水区
押切1108-8

〒849-0903
佐賀県佐賀市
久保泉町大字下
和泉1859-10

設立 1979年3月 1995年3月 1986年12月 2007年5月 1991年7月 2017年8月

従業員数(工場) 46 68 73 62 6 41

敷地面積 1087㎡ 796㎡ 998㎡ 2273㎡ 855㎡ 3425㎡

建物面積 1395㎡ 1378㎡ 1390㎡ 1352㎡ 614㎡ 1988㎡

工場長 山本 昌弘 魚取 勝英 溝口 浩幸 望月 重男 （兼）魚取 勝英 古賀 健一郎

副環境管理責任者 山本 昌弘 山田 茂芳 望月 宏樹 鈴木 洋佑 長澤 亮 石橋 正二郎

（2） 製品の概要

ハーネス等の電装品
家電用（冷蔵庫・エアコン等）及び自動車のランプ関係を中心とした、ハーネス品・樹脂成形品

株式会社 中静工業所

代表取締役社長　岩田 潔周

6000万円

41.8億（2021年6月～2022年5月）

2022年06月10日現在

技術・PJ部　永野　裕樹

期首 6月1日～期末 5月31日

255日

1シフト

8:00～17:00

296人

1960年4月

自動車用ハーネス

家電用ハーネス
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（3） 敷地概要
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（4） エコアクション推進組織 2022年05月31日現在

     

永野　裕樹 飯田：山田　茂芳
（堀　剛輔） 下野：望月　宏樹

松野：鈴木　洋佑
高橋：山本　昌弘
内田：長澤　亮
九州：石橋　正二郎

〇下野工場（設備・切断部） 〇飯田事業所
〇高橋工場（管理部） 〇内田事業所
〇九州佐賀工場 〇松野工場

[ 役割分担 ]

　①社長
 ○ 環境経営システムの構築、及び全体の評価と見直し・指示
 ○ 環境管理責任者、副環境管理責任者の任命
 ○ 環境経営方針・環境経営目標の決定、及び見直し
 ○ 環境経営計画の承認
 ○ 環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金等）の準備
 ○ 緊急事態発生時の統括
 ○ 実施体制の構築

　
　②環境管理責任者

 ○ 環境経営システムを確立し、実施・維持管理を継続的に運用
 ○ 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と社長への報告
 ○ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の把握と管理
 ○ 環境経営システムに関する規定類の整備
 ○ 運用管理、監視・測定、記録管理の統括
 ○ 社長へ環境経営システム見直しに必要な情報を提供
 ○ 年間の教育・訓練計画の作成
 ○ 教育教材の調達

　③工場長
 ○ 緊急事態発生時の対応と報告
 ○ 問題等発生した際に、是正及び予防措置の対応指導
 ○ 環境経営計画の推進と必要とする資源の準備

　④副環境管理責任者 兼 内部監査員（各工場から1名選任）
 ○ 環境教育・訓練の実施と記録
 ○ 環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の啓蒙活動
 ○ 運用管理、環境管理責任者へ環境に関する情報の提供
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と工場長への報告
 ○ 内部監査の定期的な実施と結果の評価と是正の展開

　⑤従業員
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の実施

自動車事業部 家電事業部

＜環境管理責任者＞ ＜副環境責任者＞

代表取締役社長　岩田　潔周

環境会議

環境事務局（品証/技術・PJ部）
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3. 環境経営目標とその実績　＜全社ﾍﾞｰｽ＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 33,285 45,737 43,223 38,895 30,262 29,775 33,856 32,689 35,357 33,484 27,141 28,101 411,807

月目標 31,953 43,907 41,494 37,339 29,052 28,584 32,502 31,382 33,943 32,145 26,056 26,977 395,334

当年 30,525 37,166 33,174 27,773 20,835 22,706 27,802 29,864 29,672 25,836 20,427 18,907 324,686

月目標 22,139 33,271 32,089 27,572 19,793 19,206 23,293 23,375 24,809 21,766 16,846 17,710 281,867

排出係数＝ 0.443 当年 20,468 27,781 25,069 19,957 13,732 14,515 19,461 22,912 22,182 17,739 12,938 12,462 229,217

月目標 5,927 6,323 5,697 6,088 5,778 5,929 5,392 4,907 5,610 6,398 5,471 5,806 69,326

排出係数＝ 2.580 当年 6,112 5,916 4,824 5,081 4,383 5,420 4,957 4,527 5,049 5,296 4,871 3,913 60,348

月目標 3,887 4,314 3,709 3,679 3,481 3,448 3,817 3,100 3,524 3,982 3,739 3,462 44,142

排出係数＝ 2.320 当年 3,945 3,469 3,281 2,735 2,721 2,771 3,383 2,425 2,441 2,801 2,617 2,532 35,121

月目標 153 154 218 145 151 159 286 69 127 191 243 95 1,990

当年 281 162 148 136 105 241 180 128 163 178 140 221 2,085

前年 293 291 389 344 344 331 1992

当年 335 289 266 290 300 267 1747

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/8

6～8月 永野

（第2期） 1/7

9～11月 永野

（第3期） 4/4

12～2月 永野

（第4期） 7/7

3～5月 永野

7/7

永野

130.6% 125.5% 140.7% 98.1% 130.7% 達成

総CO2目標達成
今期は6工場全て達成
ｴｱｺﾝ使用が増える夏場に向け対策が必要

来期(6～8月)は冷房稼働の時期となる
必要以上の使用（寒い位の設定温度、消し忘れ
等）が無いよう各工場にて呼びかけ
引き続きﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を活用

110.7% 109.5% 126.6% 102.3% 112.0% 達成

全ての項目で目標達成
総CO2目標は全ての工場で達成
暖房により使用電力が増加する時期であった
が、目標値の範囲内で収まった

他工場にて効果のあったﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を横
展、2月末に九州佐賀工場にも設置
ﾋﾟｰｸ電力に着目・抑制することで、環境経営どち
らにも効果が出ることに期待

達成

第1期～4期の全てで総CO2目標達成
項目別では焼却ごみが未達、目標年度（2017年
度）の集計が正しく行われていなかったのが原
因
現在は正しく行われている

次年度、目標値の変更を検討
基準年を2017年度としてきたが、設備の変更やｺ
ﾛﾅ等の影響で基準として適切か疑問
妥当性のある数値を検討

年　間 123.0% 114.9% 125.7% 95.4% 121.8%

総CO2目標達成
電力はﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置の活用、呼びかけ等に
て対策を講じ、ﾋﾟｰｸ抑制成功〈ご協力ありがとう
ございました〉

新年度となり目標変更（2017年度-3％→-4％）
抑制したﾋﾟｰｸ電力を維持できるよう
今後もﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置の活用等を継続

138.1% 119.6% 129.0% 94.3% 133.2% 達成

全ての項目で目標達成
電力は全ての工場で達成となり良好
今後は今まで以上にCO2排出量に注目できるよ
う、新たな視点にて可視化する

CO2排出量を4項目（売上、時間、人、面積）に分
けｸﾞﾗﾌを作成　毎月の全社配信開始
来期は暖房の使用が増えるためﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置
を継続活用等し可能な限り使用電力を抑える

119.3% 106.5% 111.4% 88.5% 116.3% 達成

環境負荷物質の対応　順次対応

2021年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応

kg-CO2

事業系一般廃棄物
2073 4% 1,990 kg

(焼却ｺﾞﾐ)

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
45,981 4% 44,142

kg-CO2

軽油 CO2排出量
72,214 4% 69,326 kg-CO2

電力 CO2排出量
293,612 4% 281,867

総CO2排出量

411,807 4% 395,334 kg-CO2(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目
2021年度目標 

単位
2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）
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［㎏-CO2］ 全社ﾍﾞｰｽ 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜飯田事業所＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 8,651 10,859 9,505 9,095 7,410 7,292 8,305 8,097 8,346 7,517 6,599 6,947 98,623

月目標 8,305 10,425 9,124 8,731 7,113 7,000 7,973 7,773 8,013 7,216 6,335 6,669 94,678

当年 7,425 8,250 7,686 6,511 5,404 5,630 6,706 7,145 7,528 6,445 5,552 5,146 79,429

月目標 5,140 6,984 6,119 5,679 3,946 3,893 5,118 5,100 4,864 3,945 3,308 3,763 57,858

排出係数＝ 0.443 当年 4,246 5,127 4,985 3,921 2,936 3,058 3,862 4,597 4,779 3,677 2,858 2,741 46,785

月目標 2,076 2,534 2,229 2,284 2,308 2,336 2,103 1,865 2,227 2,541 2,046 2,021 26,569

排出係数＝ 2.580 当年 2,579 2,664 2,288 2,229 2,014 2,163 2,377 2,114 2,409 2,408 2,223 1,837 27,305

月目標 1,090 908 776 768 859 772 752 808 922 730 982 885 10,252

排出係数＝ 2.320 当年 601 459 414 361 454 410 467 434 341 359 471 568 5,338

月目標 54 60 46 62 79 60 81 48 46 120 56 64 776

当年 59 51 42 51 18 51 79 37 71 45 39 41 584

前年 162 217 174 96 112 99 860

当年 58 47 48 49 52 46 300

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 山田

（第2期） 1/21

9～11月 山田

（第3期） 4/15

12～2月 山田

（第4期） 7/15

3～5月 山田

7/22

山田
達成年　間 123.7% 97.3% 192.0% 132.8% 119.2%

軽油以外の項目は目標達成
コロナウィルス感染拡大の影響によりライン停止
や生産減が影響していると思われる

軽油の項目に対する対策を検討
集配ルートや便編成など見直しを実施予定

118.8% 102.2% 185.6% 192.0% 118.0% 達成

すべての項目で目標達成
上海ロックダウンにより一部製品生産減の影響あ
り

軽油がぎりぎり目標達成のため継続しエコドライ
ブの呼びかけを実施

113.9% 89.8% 199.9% 93.4% 111.1% 達成

総CO2目標は達成だが
軽油、焼却ゴミの項目が目標未達となっている

ミーティング時に3Rやごみの分別について呼び
かけ
急発進、急停止など燃費が悪くなる運転をしない
よう運転者へ呼びかけ

136.3% 108.1% 195.9% 168.0% 130.2% 達成

すべての項目で目標達成
部品調達難により全体的に生産数も少なく、10
月に静電REFライン2週間停止も影響していると
思われる

12月以降増産の見通しとなっており、在庫の適正
化による臨時便の低減を呼びかけていく

軽油以外の項目は目標達成
内職者の増員に伴い軽油の使用量が増加して
いる

ドライバーへエコドライブの呼びかけを行い
意識向上を努める。
集配ルートの確認を見直しを検討

127.1% 90.8% 188.2% 104.8% 119.2% 達成

2021年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

事業系一般廃棄物

(焼却ｺﾞﾐ)

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
10,679 4% 10,252 kg-CO2

808 4% 776 kg

軽油 CO2排出量
27,676 4% 26,569 kg-CO2

57,858 kg-CO2

総CO2排出量

98,623 4% 94,678 kg-CO2

電力 CO2排出量
60,268 4%

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

項  目
2021年度目標 

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

単位
2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）
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目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜下野工場＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 8,079 10,283 9,268 9,243 7,587 7,670 8,125 8,224 8,250 8,509 6,469 5,992 97,698

月目標 7,756 9,872 8,897 8,873 7,284 7,363 7,800 7,895 7,920 8,168 6,210 5,752 93,791

当年 7,507 8,561 7,778 6,417 5,089 5,999 7,181 7,235 7,485 6,876 5,302 4,462 79,893

月目標 4,820 6,323 6,068 5,913 4,528 4,393 5,065 5,089 5,233 4,829 3,259 3,249 58,770

排出係数＝ 0.443 当年 3,807 5,285 5,012 3,893 2,790 3,201 4,282 5,145 5,196 4,186 2,888 2,663 48,348

月目標 1,627 1,724 1,558 1,659 1,531 1,694 1,387 1,541 1,498 1,598 1,583 1,380 18,779

排出係数＝ 2.580 当年 1,660 1,309 944 929 874 1,513 1,629 1,330 1,504 1,640 1,552 999 15,884

月目標 1,309 1,825 1,271 1,301 1,225 1,276 1,348 1,265 1,188 1,742 1,368 1,123 16,242

排出係数＝ 2.320 当年 2,041 1,967 1,822 1,594 1,425 1,286 1,269 760 786 1,050 863 800 15,661

月目標 4 30 2 2 13 9 11 8 4 15 11 4 111

当年 96 80 65 59 64 77 81 75 72 89 69 61 887

前年 77 87 74 77 83 75 473

当年 86 78 69 76 83 70 462

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 望月

（第2期） 1/6

9～11月 望月

（第3期） 4/4

12～2月 望月

（第4期） 6/28

3～5月 望月

6/28

望月
103.7% 12.6% 117.4% 達成

各期とも、年間を通じて、CO2排出量の達成が
出来てよかった。

来年度より、桑原さんの便が、下野工場管轄とな
り、便が増えます。ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ増員によって、運行時
間の短縮が出来ればと考えます。年　間 121.6% 118.2%

121.0% 達成

昨年度同期比で、臨時便が半減。特にガソリン
の使用量の達成率が良かった。

各ｶｰﾒｰｶｰの稼働停止や生産調整を加味し、内
示よりも若干の生産調整を行った結果。仕掛品の
低減までは出来なかったが、購入部材と完成在
庫の消化は出来、ムダな稼働を避けた

116.4% 108.8% 156.1% 13.6%

105.2% 99.2% 135.0% 9.7% 107.8% 達成

新製品L/Oがあり、新規内職宅への集配ルート
構築により、今期は軽油使用が増加し、未達と
なってしまった。

挽回生産が、11月単月のみで12月以降は、減産
及び内示とのアンマッチで内示との実出荷比率
70％。量産製品の在庫消化と稼働時間の調整に
より、CO2削減をしていく。

150.1% 147.2% 88.3% 12.0% 134.4% 達成

９～１０月とｱｼﾞｱ圏の部品調達不備で、大幅減産さ
れた中、11月に急激な挽回生産による追加・増産
があったが、ﾊﾟｰﾄ従業員並びに他工場の協力によ
り、挽回月の11月も目標が達成できた。

年末年始で、新製品のL/Oがあり、新規内職展
開と2次外注先である、電技撤退の話も浮上。変
化点が多い期となります。安定して生産できる様、
工場ｽﾀｯﾌでの準備・整備ﾌｫﾛｰをします。

111.2% 達成

前年よりも下回ったが、新フォレスターEP4の立上
急な東電器殿の、生産委託辞退による下野内職と
なり、臨時便・内職指導が有り、ガソリン使用量が増
加してしまった。

新規内職展開の安定化と生産出来高UP。他工
場の生産支援依頼により、臨時便を低減し、ガソ
リン使用量を減らす。コロナ禍による社休日は、不
必要な蛍光灯は消灯し、電力量を減らす。

122.0% 125.4% 75.6% 14.7%

是正措置及び予防措置2021年度

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

目標達成率
結果 評 価 （問題点）

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

116 4% 111 kg

(焼却ｺﾞﾐ)

16,918 4% 16,242 kg-CO2
ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

事業系一般廃棄物

19,562 4% 18,779
軽油 CO2排出量

電力 CO2排出量

kg-CO2

61,219 4% 58,770 kg-CO2

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

総CO2排出量

97,698 4% 93,791 kg-CO2

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目
2021年度目標 

単位
2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）
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目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜松野工場＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 5,347 6,474 6,062 4,981 4,242 4,600 5,535 5,601 6,294 5,662 4,249 4,940 63,987

月目標 5,133 6,215 5,819 4,782 4,072 4,416 5,314 5,377 6,042 5,436 4,079 4,742 61,427

当年 6,068 6,642 6,226 4,943 4,006 4,555 4,679 5,564 5,510 5,380 4,180 4,095 61,849

月目標 2,927 4,234 3,959 2,846 2,330 2,625 3,482 3,879 4,190 3,244 2,481 2,723 38,920

排出係数＝ 0.443 当年 3,808 4,491 4,343 2,842 2,316 2,620 3,130 3,774 3,684 3,284 2,488 2,287 39,066

月目標 2,041 1,870 1,736 1,902 1,687 1,704 1,726 1,402 1,744 2,081 1,476 1,863 21,231

排出係数＝ 2.580 当年 1,873 1,942 1,591 1,821 1,494 1,744 950 1,083 1,137 1,249 1,097 1,077 17,057

月目標 165 111 125 33 56 87 105 96 108 112 122 156 1,276

排出係数＝ 2.320 当年 387 209 292 281 196 191 599 707 690 848 595 731 5,725

月目標 62 35 40 28 28 23 40 13 32 24 32 19 376

当年 22 14 28 20 22 23 17 17 21 42 31 9 262

前年 59 76 94 66 80 80 455

当年 66 60 51 61 58 59 355

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 鈴木

（第2期） 1/10

9～11月 鈴木

（第3期） 4/14

12～2月 鈴木

（第4期） 7/15

3～5月 鈴木

7/15

鈴木
未達成

わずかな数値で未達成であり、これは電力使用
量が総ＣＯ２排出量の占める割合が高いためカ
ギを握っている。
１年間の分析で空調電力の低減が必要と把握。

環境内部監査を実施した際、空調に関する管理
が特にされていないという指摘があり、空調電力
削減のため、空調温度設定の巡回シートを
６月に作成し、実施し始めた。

年　間 99.6% 124.5% 22.3% 143.7% 99.3%

17.9% 92.4% 104.4% 達成

トラック１台を廃車→高橋工場からバネットを借用
軽油使用量が減り、ガソリン使用量が増加。
３月に焼却ゴミが目標値の２倍近く廃棄されてい
る。
（原因は不明）

７月に桑原産業から譲り受けたトラックを導入し、
軽油とガソリンのアンバランスは少し解消される。
ゴミの廃棄でいつもと異なる廃棄がある場合、
報告を挙げるようスタッフに呼びかける。

104.8% 158.4%

売上低下に伴い、工場稼働時間が短くなる事で
消費電力が低下、内職配送の減少、出るゴミの
量が減る結果となった。　一方、内職指導のため
社用車の使用頻度は増した。

電力消費の目標達成率が軽油・焼却ゴミと
比較して伸びが悪いため、省エネの効果が
出ているかを検証してゆく。
（CO2総排出量に占める割合も考慮する）

15.5% 159.4% 106.2% 達成109.1% 153.7%

電力は目標達成率100％を超えているものの、
売上・稼働率の低下が主要因である。
ガソリンの目標未達は基準年の同月の使用量が
圧倒的に低いため、悪い原因は特に無い。

電力消費の抑制は引き続き空調メインで注力。
【提案事項】
社用車の追加購入（クリッパー）を考慮して
ガソリンの目標達成率の見直しを希望

100.3% 104.6% 26.4% 122.8% 98.3% 未達成

45.2% 217.2% 90.7% 未達成

売上の落ち幅が高い割に使用電力が下がらず
むしろ増加している。
売上低下に伴い工場の稼働時間は減っているた
め空調に掛ける電力消費量が多すぎると推測。

空調の温度設定については既に温度計設置、
設定温度の呼びかけは対応済みにつき、
そのルールが守られているかを巡回確認する。
空調稼働時間短縮について現場と協議する。

88.0% 104.5%

2021年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

4% 376 kg
事業系一般廃棄物

392
(焼却ｺﾞﾐ)

4% 1,276 kg-CO2
ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

1,329

4% 21,231 kg-CO2
軽油 CO2排出量

22,116

4% 38,920 kg-CO2
電力 CO2排出量

40,542

63,987(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) 4% 61,427

項  目
2021年度目標 

単位
2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）

kg-CO2

総CO2排出量

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約
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目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜高橋工場＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 6,249 10,169 8,918 7,920 5,699 5,543 5,558 4,947 5,261 5,661 5,316 5,411 76,652

月目標 5,999 9,762 8,562 7,603 5,471 5,321 5,336 4,750 5,051 5,435 5,103 5,195 73,586

当年 4,135 5,595 4,963 4,236 2,997 2,967 3,770 4,159 3,851 3,030 2,579 2,055 44,338

月目標 5,755 9,448 8,343 7,179 5,239 5,014 5,015 4,518 4,757 5,127 4,796 4,895 70,087

排出係数＝ 0.443 当年 3,530 5,127 4,453 3,830 2,575 2,400 3,405 3,845 3,399 2,790 2,182 1,713 39,249

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.580 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 243 314 219 424 231 307 321 231 294 308 307 299 3,499

排出係数＝ 2.320 当年 605 469 510 406 422 567 365 314 452 240 397 342 5,089

月目標 0 0 96 0 0 38 115 0 0 0 106 0 355

当年 90 0 1 0 0 90 0 0 0 0 0 110 291

前年 70 70 66 67 65 65 403

当年 68 57 57 60 57 52 351

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 竹下

（第2期） 1/18

9～11月 竹下

（第3期） 4/18

12～2月 山本

（第4期） 7/13

3～5月 山本

7/13

山本
68.7% 122.1% 166.0% 達成

電力 CO2排出量、事業系一般廃棄物は目標達
成出来ているが、ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量は年間を通
して1度達成しているだけであり、今後さらなる改
善が必要。

次年度はｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量低減に注力。
内職便のﾙｰﾄ見直し、内職外注への運送検討等
を検討実施。年　間 178.6%  

総CO2排出量は目標に対し半減しており室内灯の
LED化、ｴｱｺﾝ管理、照明消灯の徹底が効果として
表れている。ｶﾞｿﾘﾝ使用料は航空機部門、部品引
取が増加によるところが多く、今後改善が必要。

航空機部門、部品引取は現在都度管理者が引
取をしているが、内職便ﾙｰﾄに入れ引取がある際
は内職便で周辺走行時に回り余分な引取を軽減
する。

221.7%  93.4% 96.0% 205.3% 達成

134.2%  74.7% 排出無し 128.5% 達成

電力は昨年を大きく下回っており節電の効果が
出ている。ｶﾞｿﾘﾝ使用料が期を追うごとに多く
なってきているが納品増の影響が大きい。

内職便の走行ﾙｰﾄの見直し、走行距離の削減に
よるｶﾞｿﾘﾝ使用料低減。

198.0% ###### 69.0% 42.7% 180.3% 達成

第1期同様に目標の半分の使用量になってい
る。ｺﾛﾅや半導体の影響で減産になっているた
め、稼働時間も短縮されている。また、航空機へ
の納入便が微少ながらに減少できている。

引続き内職の臨時便を削減する。

電力では昨年の約半分の使用量で推移して
おり、節電とｴｱｺﾝ入替えの効果が出ている。
内職便の増加ﾌﾟﾗｽ臨時便等でｶﾞｿﾘﾝ使用量
が増加している。

内職便について、臨時便の削減をする。
(手配者への周知)。
小糸航空機への納入便低減を検討。

179.6% ###### 49.0% 105.5% 165.5% 達成

評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置2021年度
目標達成率

結果

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

事業系一般廃棄物
370 4%

(焼却ｺﾞﾐ)

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
3,645 4%

355 kg

3,499 kg-CO2

軽油 CO2排出量
0 4% 0 kg-CO2

70,087 kg-CO2
電力 CO2排出量

73,007 4%

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

単位
2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）

項  目
2021年度目標 

総CO2排出量

76,652 4%

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

73,586 kg-CO2
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

［㎏-CO2］ 高橋工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 電力

該当車両なし
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3. 環境経営目標とその実績　＜内田事業所＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 732 2,177 2,284 1,710 974 775 923 992 886 780 599 886 13,718

月目標 703 2,090 2,192 1,642 935 744 886 952 851 748 575 851 13,169

当年 1,360 2,503 2,143 1,499 677 653 707 801 761 714 506 713 13,036

月目標 703 2,090 2,192 1,642 935 744 886 952 851 748 575 851 13,169

排出係数＝ 0.443 当年 1,360 2,503 2,143 1,499 677 653 707 801 761 714 506 713 13,036

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.580 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.320 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

前年 28 23 24 26 29 31 161

当年 21 16 14 14 15 15 95

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 長澤

（第2期） 1/12

9～11月 長澤

（第3期） 4/12

12～2月 長澤

（第4期） 6/30

3～5月 長澤

6/30

長澤

今期は、工場の稼働時間の減少による、電力削
減が大きく、蛍光灯のLED化も進めた結果全体
的に目標達成となった。

2022年度は、猛暑となると予想されているので、
エアコンの温度調整を徹底。蛍光灯のLED化を
継続して行っていく。

工場の稼働時間の減少により、電力が削減でき
ている。今期に関しては蛍光灯のLED化を進め
ることができていない。

蛍光灯のLED化が進んでいないため、計画的に
進めていく。

達成年　間 101.0%   排出無し 101.0%

112.5% 達成112.5%   排出無し

118.5%   排出無し 118.5% 達成

下野の内示下方修正によりﾁｭｰﾌﾞ切断の負荷が
減ったため、工場の稼働時間が減少した。また、
蛍光灯のLED化を月5～10本ずつ進めることが
できている。

引き続き、蛍光灯のLED化を進めていく。
エアコンの使用時期に近づくためフィルタ清掃
等を行っていく。

工場の稼働時間の減少とﾎｯﾄﾒﾙﾄ機の飯田移設
の影響が大きいが、蛍光灯のLED化も行った結
果、消費電力が削減できている

点灯時間の長い蛍光灯より、LED化を進めていく
休憩時間の電灯の消灯、作業終了後のコンプ
レッサーの停止を再度徹底していく

117.4% ###### ###### 排出無し 117.4% 達成

83.0% 未達成

2017年8月より、チューブ切断の異動により環境
が大きく変わり6月、7月はエアコンの稼働台数が
2台増えているため、未達成

作業終了後のコンプレッサーとエアコンの停止を
徹底、エアコンの温度調整
事務所周辺の電灯のLED化を進めていく

83.0% ###### ###### 排出無し

是正措置及び予防措置2021年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

kg

kg-CO2

2 4% 2
(焼却ｺﾞﾐ)

事業系一般廃棄物

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
0 4% 0

軽油 CO2排出量
0 4% 0 kg-CO2

電力 CO2排出量
13,718 4% 13,169 kg-CO2

2021年度目標 
単位

2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目

総CO2排出量

13,718 4% 13,169(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) kg-CO2
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［㎏-CO2］ 内田事業所 総CO2 目標・実績比較表

目標 電力

該当車両なし

10



3. 環境経営目標とその実績　＜九州佐賀工場＞
　　　　　　　【目標】2017年度を基準とし、2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする(基準は3年毎に更新)

　　　　　　　【達成率】目標値/実績値×100にて算出

　　　　　　　　　 　　2020年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響が大きく基準として適切で無いため、2021年度の目標は2017年度-4％とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 3,983 5,457 6,975 5,755 4,170 3,708 5,292 4,704 6,096 5,230 3,720 3,770 58,861

月目標 3,824 5,239 6,696 5,525 4,003 3,559 5,081 4,516 5,852 5,021 3,571 3,620 56,506

当年 4,029 5,613 4,377 4,168 2,661 2,902 4,758 4,960 4,537 3,391 2,307 2,436 46,141

月目標 2,795 4,192 5,408 4,314 2,814 2,538 3,726 3,836 4,914 3,873 2,426 2,228 43,063

排出係数＝ 0.443 当年 3,718 5,248 4,134 3,972 2,438 2,584 4,074 4,751 4,365 3,088 2,016 2,345 42,733

月目標 183 196 173 243 253 196 176 99 141 178 367 542 2,747

排出係数＝ 2.580 当年 0 0 0 102 0 0 0 0 0 0 0 0 102

月目標 846 852 1,115 968 937 826 1,178 580 797 970 779 850 10,697

排出係数＝ 2.320 当年 311 365 243 94 224 318 683 210 172 303 291 91 3,306

月目標 33 30 34 53 30 29 39 0 45 32 38 8 370

当年 15 17 13 6 2 1 3 0 0 3 2 1 62

前年 49 39 39 36 43 36 242

当年 36 31 27 30 35 25 184

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 10/15

6～8月 石橋

（第2期） 1/7

9～11月 石橋

（第3期） 4/4

12～2月 石橋

（第4期） 7/7

3～5月 石橋

7/7

石橋
323.5% 600.0% 122.5% 達成

全項目にて目標達成。
夏場・冬場はｴｱｺﾝの使用頻度が高く、
1期と3期は電力が未達成となった。

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ導入による1期2期の電力達成率向上に期
待。来期は朝会で不要なｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞの禁止等の呼
びかけを行い、社用車の燃費向上にも力を入れ
ていきたい。

年　間 100.8% 2702%

378.9% 1495.4% 150.1% 達成

全項目にて目標達成。
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ導入による電力可視化を実施。
ｴｱｺﾝ使用の際、従業員に躊躇いを感じる為、意
識的にもいい方向に進んでいる気がする。

7月の出荷が高負荷となっており残業が多くなる
事が予測される為、不要な場所の電気消灯・ｴｱｺ
ﾝOFFを推進。7/7時点でもｱﾗｰﾑがなった事はあ
りません。

114.5%
該当車

なし

電力以外は達成。引き続きｳｫｰﾑﾋﾞｽを推進し達
成率向上を目指す。9月頃より分別を強化した事
により焼却ｺﾞﾐの達成率向上。

2/21よりﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を設置・運用開始。
電力の達成率向上に期待。
4/4時点ではｱﾗｰﾑがなった事はなし。

239.8% 3017.1% 108.4% 達成94.6%
該当車

なし

全項目にて目標達成。
10月にﾎﾞﾝｺﾞを下野工場へ譲渡した事により
11月以降は軽油給油が0となります。

来季より冬場が近づき暖房の使用頻度が上がる事
が予測される為、朝会にて"ｳｫｰﾑﾋﾞｽ"の推進と
再度ｴｱｺﾝ設定温度について呼びかけを行う。107.5% 679.8% 429.7% 1280.0% 134.5% 達成

305.8% 213.8% 112.4% 達成

電力が未達成となった。
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ蔓延防止の為、定期的な換気を
実施しており、ｴｱｺﾝの稼働率が上昇した事が
主な原因と思われる。

昨年度に引き続き、不要な電気消灯呼びかけ。
定期的なｴｱｺﾝ温度設定の確認巡回を実施予定。
2Fの使用頻度が少ない為、電気の都度消灯を推
進。

94.6% 給油なし

2021年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

事業系一般廃棄物

(焼却ｺﾞﾐ)
kg

kg-CO2

385 4% 370

11,142 4% 10,697

軽油 CO2排出量
2,861 4% 2,747 kg-CO2

kg-CO2
電力 CO2排出量

44,857

総CO2排出量

43,0634%

項  目

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値に設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

2021年度目標 
単位

2021年度 月別実績　　（2021.06～2022.05）

58,861 4% 56,506 kg-CO2(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)
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［㎏-CO2］ 九州佐賀工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力

該当車両なし
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※　■は新規取組の活動 ※ 計画■　　実行■

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

（1） 二酸化炭素排出量削減（kg-CO2）　電気使用量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（2） 二酸化炭素排出量削減（ℓ）　ｶﾞｿﾘﾝ・軽油投入量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（3） 廃棄物排出量削減 (kg)
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（4） 水使用量の削減（㎥）
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（5） 化学物質の適正量購入把握
計画
実績

（6） 環境に配慮した製品作り
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

6～8月 2021.09.06

9～11月 2021.12.04

12～2月 2022.03.08

3～5月 2022.06.01

活
動
コ
メ
ン
ト

九州佐賀工場の廃棄物・有価物の分別を全面見直し
分別項目が静岡ｴﾘｱと同等になるよう細分化し全従業員へ教育を実施

有価物の分別強化・再教育を実施
環境ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝを作成し関係者へ回覧、金額の表示等を行い理解を深めた

九州佐賀工場へﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を設置　他工場同様にﾋﾟｰｸ電力抑制に繋げていく
SDGｓへの取り組みを開始　まずは現状分析からｽﾀｰﾄ

SDGｓへの取り組み、現状分析にて判明した弱い点「社会貢献」に対し、まずは下野工場から寄付
活動開始（従業員よりﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ等を集めNPO法人へ寄付）　今後、他工場へ活動を横展

③ ECO検定 合格し体系的に環境を学ぶ 事務局
副環境責任者

⑤ 工場に特化した活動の活性化 所定のﾌｫｰﾑに活動を記録
環境会議で報告

事務局
副環境責任者

④ 教育・訓練 環境会議等でﾃｰﾏを選定し教育
事務局

① 環境負荷物質調査 負荷物質の調査
石塚S

② 全員で環境を配慮 廃棄品の分別徹底 事務局
副環境責任者

① 適正購入量の把握 購入時に対応（現在、該当ﾅｼ）

③ ﾄｲﾚの節水対策 消音器の設置
副環境責任者

① 蛇口のこまめな開閉 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ 事務局
副環境責任者

② 節水の定期指導 全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

⑦ 廃棄物分別に対し的を絞った教育 環境ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ等にて教育
事務局

④ 廃棄物分別の徹底 分かり易い分別表示/見直し 事務局
副環境責任者

⑥ 九州佐賀工場　分別の全面見直し・定着化 分別を静岡ｴﾘｱの工場と統一
工場管理者

⑥ 二酸化炭素排出量の可視化 売上/人/面積等の数値ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ化
事務局

① 裏紙の再利用徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

⑤ 産業廃棄物一覧表の配布 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

⑧ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの適切な圧力調整 定期的な確認
設備・切断部

⑨ 空調機器の買換検討 省ｴﾈﾀｲﾌﾟを優先に選定 社長・事務局
副環境責任者

③ ｶｰｴｱｺﾝの適切な温度管理 表示/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

⑩ 使用電力量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

⑪ 二酸化炭素排出量の可視化 売上/人/面積等の数値ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ化
事務局

① 運行ﾙｰﾄの見直し 運行ﾙｰﾄの把握/見直し
工場管理者

⑤ 休み時間消灯実施 昼・3時
副環境責任者

４．主要な環境経営計画の内容 承 認 作 成
2021.06.10 2021.06.09

岩田 永野

② ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃 2週間に1回を目安
各工場設備担当者

環境目標・環境経営計画の項目 具体的展開
推進責任者
推進担当者

2021年度　環境経営計画

① ｴｱｺﾝの適切な温度管理 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

③ ｴｱｺﾝ運転時間の管理 9時-16時
副環境責任者

⑤ ｶﾞｿﾘﾝ・軽油投入量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

⑫ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置のｱﾗｰﾑ値見直し検討 必要であれば変更
事務局

⑥ 休憩時ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止 昼
設備・切断部

⑦ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰのﾌｨﾙﾀ-清掃 定期的な清掃実施
設備・切断部

④ 照明器具の間引き点灯徹底 巡回時等にﾁｪｯｸ
副環境責任者

堀
ﾘﾃﾞｭｰｽを意識させる教育/掲示物節水意識の向上④

② 日常点検整備 点検表に基づき点検
全員

⑬ ｴｱｺﾝ室外機への散水冷却 冷房使用時に実施
事務局

④ ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ意識付け 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

② 分別ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる指導 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

③ 個人ｺﾞﾐの持ち帰り徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ 事務局
副環境責任者
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５．環境活動内容

（１）二酸化炭素排出量削減
①工場毎のCO2排出量をｸﾞﾗﾌ化、全社配信開始 ②節電の呼びかけ札設置

③ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視ｼｽﾃﾑの活用（設置済みの3工場） ④新たにﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視ｼｽﾃﾑを設置

　 (九州佐賀工場)

（２）廃棄物排出量削減
①分別に対し的を絞った教育を実施 ②九州佐賀工場の分別を細分化

　 全従業員へ教育

（３）SDGｓへの活動（下野工場より開始）

①掲示板設置 　　　　②寄付活動
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  6．環境経営活動の取組結果の評価
基準年（2017） 昨年度(2020） 今年度（2021）

評価（達成率100%以上⇒○, 100％未満90%以上⇒△, 90%未満⇒×） ####### 4,618,227 4,183,594 作成日　2022年8月10日

※1 売上原単位評価は、基準年の売上金額を100%として本年度の売上金額の割合を算出し、売上原単位評価の達成率に反映させて評価を行う

評価（問題点）

全社での原単位評価は目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 工場別で未達成となった松野工場は電気とｶﾞｿﾘﾝ、内田事業所は電気の使用量が増加

飯田 94,678 79,429 119% ○ 111.4% ○ 11月より、新しい指標にて工場毎のCO2排出量が把握できる集計表を配信開始

下野 93,791 79,893 117% ○ 109.7% ○ 工場毎の対策を環境会議にて情報共有、効果のあるものは横展していく 作成

松野 61,427 61,849 99% △ 92.8% △ 次年度より、売上原単位評価を4半期毎行うことを検討（現在は年1回）

高橋 73,586 44,338 166% ○ 155.1% ○ これまでより短いｽﾊﾟﾝで現状把握することで、有効性のある活動に繋げる

内田 13,169 13,036 101% ○ 94.4% △ 代表者コメント 検印

九州 56,506 46,141 122% ○ 114.4% ○ 新しい指標（売上/面積/人と比較）の可視化を開始できた

全社 395,334 324,686 122% ○ 113.8% ○ 今後は、売上を各項目の目標管理へ反映させたしくみを造る

評価（問題点）

全社では目標達成　飯田・下野・高橋はﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ活用により使用量を抑制できた

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 未達となった松野工場は夏場の空調、内田事業所はﾁｭｰﾌﾞ切断機増設の影響が大きい

飯田 57,858 46,785 124% ○ 115.5% ○
下野 58,770 48,348 122% ○ 113.6% ○ 引き続きﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を活用し電力の使いすぎを抑制 作成

松野 38,920 39,066 100% △ 93.1% △ 松野工場では空調温度設定の巡回ｼｰﾄを作成、次年度より実施

高橋 70,087 39,249 179% ○ 166.8% ○ 内田事業所では空調の温度調整の徹底、蛍光灯のLED化を継続して実施

内田 13,169 13,036 101% ○ 94.4% △ 代表者コメント 検印

九州 56,506 42,733 132% ○ 123.5% ○ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑの有効活用で前年比▲22%の大きな効果を出せた

全社 281,867 229,217 123% ○ 114.9% ○ 更なる有効性を高めるため、目標値の最適化を図る

評価（問題点）

達成率の高い九州佐賀は、内職0化により社有車使用頻度が大幅減

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 11月に軽油車両を1台削減し0台となった

飯田 26,569 27,305 97% △ 90.9% △ 未達成となった飯田事業所は内職者増員に伴い軽油車両の使用が増加している

下野 18,779 15,884 118% ○ 110.5% ○ 引き続きｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの呼びかけを実施 作成

松野 21,231 17,057 124% ○ 116.3% ○ 内職便集配ﾙｰﾄの見直し等による効率化を適宜実施

高橋

内田 代表者コメント 検印

九州 2,747 102 2702% ○ 2524.6% ○ ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰの試験搭載を検討し、”運転を見られている”意識を高め、

全社 69,326 60,348 115% ○ 107.3% ○ 安全運転とｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの両立を目指す

評価（問題点）

全社では達成しているが、売上原単位では3工場(下野・松野・高橋）が未達

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 特に松野と高橋の達成率が低い

飯田 10,252 5,338 192% ○ 179.4% ○ 基準年と比べ、内職便や納品便が増加している

下野 16,242 15,661 104% ○ 96.9% △ 軽油同様、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ呼びかけとﾙｰﾄ見直し等を実施 作成

松野 1,276 5,725 22% × 20.8% × ﾑﾀﾞを無くしていくことでCO2を削減したい

高橋 3,499 5,089 69% × 64.2% ×
内田 代表者コメント 検印

九州 10,697 3,306 324% ○ 302.3% ○ ｸﾞﾗﾌで可視化された情報の特長を捉え、ﾃﾞｰﾀｰ分析を進め、削減という

全社 44,142 35,121 126% ○ 117.4% ○ 目的に合致した情報を抽出する

評価（問題点）

下野工場が未達　目標年に計量がきちんと行われていなかったことが原因

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 目標年度以降は計量の指導を行い定着している

飯田 775.7 584.0 133% ○ 124.1% ○
下野 111.4 886.7 13% × 11.7% × 是正処置及び予防処置 作成

松野 376.3 261.9 144% ○ 134.2% ○ 毎月の計量、ﾘｻｲｸﾙできるﾓﾉ（紙等）の分別呼びかけを継続

高橋 355.2 291.0 122% ○ 114.0% ○ 分別状況に応じﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄの教育を実施する

内田 1.9 0.0 排出なし ○ 排出なし ○ 代表者コメント 検印

九州 369.6 61.6 600% ○ 560.6% ○ 「作り過ぎない」「使い捨てをしない」「余分な紙を使わない」の発生抑制と、

全社 1,990.1 2,085.2 95% △ 89.2% × ﾘｻｲｸﾙできる材料の選定見直しを行う

評価（前年比100%未満⇒○, 100％以上⇒×）

水道投入量の削減（㎥） 評価（問題点） 作成

工場 生産には不使用（手洗い、ﾄｲﾚ等のみ）　前年度より減少

前年実績 当年実績 前年比 評価 是正処置及び予防処置

1,992 1,747 88% 〇 引き続き掲示物等にて節水を呼びかける 検印

前年比 評価 代表者コメント

97% 〇 「水は無限ではない貴重な資源」の理解を深めた上で節水に対する教育を実施する

製品への配慮 作成

評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　 検印

化学物質の適正量把握
評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　  　 　 

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

①現在該当なし ①必要となった場合は生産の動向に合せて最低限の購入量に調整 ①法令順守で適正量の把握を継続すること

総量評価
永野

全社

売上原単位評価

永野
①環境負荷物質の調査 ①都度実施　問題なく納期通り提出済み ①製品配慮の内容を充実させること

岩田

永野

永野

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

軽油投入量の削減（kg-CO2）

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

焼却ゴミ排出量の削減 （ｔ）

工場
総量評価 売上原単位評価

ｶﾞｿﾘﾝ投入量の削減（kg-CO2）

電力使用量の削減（kg-CO2）

総CO2排出量の削減（kg-CO2）

工場
総量評価 売上原単位評価

岩田

岩田

岩田

岩田

岩田

岩田
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７．次年度の取組み内容

次年度の環境経営活動内容を示す 作成日  2022年 6月 9日

(1) 二酸化炭素排出量削減　電気使用量の削減

① エアコン設定温度（夏28℃・冬18℃）
② エアコンフィルターの清掃
③ 扇風機適正配置
④ 休み時間消灯実施（昼・3時）
⑤ コンプレッサーの昼休み停止
⑥ コンプレッサーフィルター清掃
⑦ 蛍光灯型LEDの導入
⑧ 省エネ機器への買換検討(空調機器、コンプレッサー 等)
⑨ 電力の消費量の可視化（ｸﾞﾗﾌ化等）
⑩ CO2排出量の可視化
⑪ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ値見直し

★ ⑫ 売上を考慮したCO2排出量の目標管理

(2) 二酸化炭素排出量削減　軽油・ｶﾞｿﾘﾝ投入量の削減

① 集配ルートの見直し
② 臨時集配便の削減
③ 日常点検整備
④ 集配時のアイドリングストップ
⑤ 社用車の軽油・ｶﾞｿﾘﾝ投入量、燃費の可視化
⑥ CO2排出量の可視化(4項目の指標）

★ ⑦ 売上を考慮したCO2排出量の目標管理

(3) 廃棄物排出量削減

① 裏紙の再利用徹底
② 分別パトロールによる個別指導
③ 個人ゴミの持ち帰り
④ 分別表示の見直し
⑤ ｺﾞﾐが地球に与える悪影響を教育し、分別意識を高める
⑥ ｺﾞﾐの分別に対し、的を絞った教育を実施し理解を深める

(4)工場毎に特化した活動の展開、記録

① 各工場に特化した活動の継続

(5) 排水量削減（水道投入量の削減）

① 節水の呼びかけ

(6) 製品の環境配慮

① 環境負荷物質調査の対応
② 全社に向け状況の周知

(7) 環境に関する幅広い基本知識の習得

① 環境に関する幅広い知識を礎とし環境問題に積極的に取り組む”人づくり”

(8) SDGｓへの取り組み

★ ① 全工場で活動開始

★・・・次年度新規取り組み内容
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8. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　（1） 環境関連法規等の遵守状況

　　　 該当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありません。

　　　 関係機関からの指摘、利害関係からの訴訟も過去3年間ありません。

第3条 地域の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第52条 規制基準の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ －
第53条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ －
第19条 騒音、振動又は悪臭に係る改善命令等 - - - - - ○
第3条 地域の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設（施行令別表第1）の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第79条 規制基準の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ －
第80条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ －
第19条 騒音、振動又は悪臭に係る改善命令等 - - - - - ○
第5条 設置または変更時の届出 ○ ○ ○ － ○ －
第7条 水質検査 ○ ○ ○ － ○ －
第8条 保守点検 ○ ○ ○ － ○ －
第9条 清掃 ○ ○ ○ － ○ －
第11条 定期検査 ○ ○ ○ － ○ －
第2条 国民の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者の責務（適正処理・排出の抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 清潔の保持（土地･建物の清潔維持） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条2 一般廃棄物運搬及び処理委託業者 収集運搬及び処理業者に委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条2項 廃棄物の適正保管 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条5項 産業廃棄物の委託処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条6項 運搬又は処分委託時の処置基準遵守 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条7項 運搬又は処分の適正化確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条3第1項 マニフェスト交付 ○ ○ － ○ － －
第12条3第2項 マニフェスト保管 A票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第6項 マニフェスト保管 B2、D、E票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6月30日迄に提出 ○ ○ － ○ － －
第12条3第8項 マニフェスト写し送付の適切措置の実施 ○ ○ － ○ － －
第2条 事業者の責務（PCB廃棄物の適正処理） ○ - - ○ - －
第8条 保管の届出 ○ - - ○ - －
第10条 期限内の処理 ○ - - ○ - －
第17条 譲渡し及び譲受けの制限 ○ - - ○ - －

第5条 自動車の所有者の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第73条 使用済自動車の業者への引渡し 廃車時のリサイクル料金の支払い ○ ○ ○ ○ ○ ○

第90条 廃棄物の減量等に関する配慮 - - - - - ○

第4条 事業者の責務（化学物質管理指針に留意し使用） － － － － － －
第5条 排出量把握・届出（質量1トン以上） － － － － － －
第107条 排出の抑制に関する施策の推進 － － － － － －
第108条 指定化学物質の適正管理等 － － － － － －
第39条 指定化学物質の適正管理 - - - - - -

第16条 点検、修理、再充填履歴の記録･保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 管理者判断基準　点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37条 再充填の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第39条 回収の義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第9条4 少量危険物及び指定可燃物の貯蔵及び取扱い基準 － － － － － －
第13条 危険物取扱い作業時の保安監督 － － － － － －
第17条3 消防用設備点検・報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 消防用設備の損壊禁止 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第21条 検定合格消防用設備の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令第21条 自動火災報知機の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者等の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第20条 事業者の講ずべき措置等 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第65条 作業環境測定 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第34条の2-8 危険物及び有害物に関する規制 安全ﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ（SDS）の運用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第147条 射出成形機、型打ち機等による危険の防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第103条 環境への負荷が少ない自動車の購入 ○ ○ ○ ○ ○ －
第104条 自動車等の効率的な使用 ○ ○ ○ ○ ○ －
第105条 駐車時のエンジン停止 ○ ○ ○ ○ ○ －
第86条 自動車等の効率的な使用等 - - - - - ○

第11条 事業者の責務（廃棄物なることの抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条 国民の責務（循環型社会の形成促進と協力） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｅ－Ｇｏｖ　http://law.e-gov.go.jp/
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○ ○

○特定家庭用機器再商品化法（家電ﾘｻｲｸﾙ法） 第6条
事業者及び消費者責務（特定家庭用機器の排出抑制及び廃棄
時の収集運搬ﾙ－ﾙ遵守)

○ポリ塩化ビフェニル廃棄物の
　　適正な処理の推進に関する
　　特別措置法（PCB処理法）

○容器包装に係る分別収集及び再商品化の
　　促進等に関する法律(容器包装ﾘｻｲｸﾙ法）

第4条 事業者及び消費者責務（分別排出･再商品化推進） ○ ○ ○ ○ ○ ○

　佐賀県環境の保全と創造に関する条例

※法の最新情報
（ｅ－Ｇｏｖ：総務省行政管理局運営の総合的行政情報ﾎﾟ－ﾀﾙｻｲﾄ）

パッケ－ジエアコン

　　佐賀県環境の保全と創造に関する条例

○ＥＬＶ規制 鉛、ｶﾄﾞﾐ、水銀､ｸﾛﾑ非含有製品の納入

○フロン類の使用の合理化及び
　　管理の適正化に関する法律
　　(フロン排出抑制法）

簡易点検：1回/3ヶ月、定期点検：1回/3年

○消防法
消火器、自動火災報知機

消火器、自動火災報知機

自動火災報知機

○労働安全衛生法

同上

○廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃棄物処理法）

保管基準遵守、保管場所表示

収集運搬、処分許可業者への委託

処理業者、処分業者との契約締結

最終処分場現地確認

D、E票の期間内返却

4回/年

同上

1回/年

排出抑制・分別徹底・再生利用

排出抑制・分別徹底・再生利用

廃棄物置き場

浄化槽

○

○使用済自動車の再資源化等に関する法律
　　（自動車ﾘｻｲｸﾙ法）

　　佐賀県環境の保全と創造に関する条例

○特定化学物質の環境への排出量の把握等
　　及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法）

　　静岡県生活環境保全条例

TV、冷蔵庫、エアコン廃棄時の
リサイクル費用支払い

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ －

第1種指定物質年間量1トン以下の為、届出不要

○資源の循環的利用等の推進
　  静岡県生活環境保全条例

第111条

○浄化槽法

○

○ＲＥＡCＨ規制 ﾘ－ﾁ適合材料製品の納入 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

　　佐賀県環境の保全と創造に関する条例

○環境基本法 第8条
事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害防
止、自然環境の保全に必要な処置を講ずる。製品の使用又は廃
棄による環境への負荷の低減に努める）

○自動車等の使用に伴う
　　環境への不可の低減
　  静岡県生活環境保全条例

○

○循環型社会形成推進基本法
廃棄物の3R及び適正処理の推進

第5条 事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める） ○ ○ ○○地球温暖化対策の推進に関する法律

○ ○ ○ ○

　　　義務：守らなければいけないこと　　責務：義務の場合のように具体的な行為ではなく、抽象的・総合的な政策的行為

○ ○ ○ ○

○国等による環境物品等の調達の推進等に
　　関する法律(グリ－ン購入法）

第5条 事業者及び国民の責務（積極的な環境物品調達） エコ製品（事務品、省エネ製品等） ○ ○

○資源の有効な利用の促進に
　　関する法律（資源有効利用促進法）

第4条 事業者等の責務（再生資源及び再生部品を利用） パソコン ○ ○

責
務
・
努
力

○ ○

○労働安全衛生規則
全自動切断圧着機等

義
　
　
務

　静岡県生活環境保全条例

　佐賀県環境の保全と創造に関する条例

空気圧縮機１5ｋｗ　2台
　静岡県生活環境保全条例

空気圧縮機１5ｋｗ　台　送風機7.5kw　台

高橋：第2種区域　他：第1種区域

○騒音規制法

○振動規制法

高橋：第4種区域　他：第2種区域

事業者の責務・廃棄物発生の抑制、分別、再利用、再生利用

飯田事業所：処置完了

高橋工場：現在展開中
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9．代表者による全体の評価及び見直し・指示

（活動期間： 2021年 6月　～　2022年 5月）

1．見直しおよび変更指示 作成日 2022年 8月 26日

変更要否

2．個別評価

3．抱負

資源を大切に使い、排出を抑え、環境保全に努める

持続可能な社会の実現に向けて自らの社会的責任を果たす

環境に配慮した製品やｻｰﾋﾞｽを社会に提供することにより、社会の環境負荷低減に貢献する

環境に関する幅広い知識を礎とし環境に積極的に取り組む”人づくり”に取り組む

 緊急事態の対策と準備
環境上の緊急事態に対し、影響を予防して緩和するための
手順を作成及び維持を目指す

 規定類・手順書等の関連文書
 と関連記録の最新版管理

社内規格（中規-2202「文章管理規定」）に基づき維持・管理
できており良好

 教育・訓練の実施状況
地球環境を配慮した問題解決の意欲、態度、行動力を
育てていくことができる教育を実施する

 外部とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
 の状況

苦情や要望事項等は無い
SDGsへの取り組みを通じ、外部との繋がりを強化する

内部監査の状況
運用が正しく効果的に行われていることの確認のみならず、もっと
効率的な方法がないかなどの模索を強化

 環境経営目標達成状況
全体目標は達成できた　次年度より月で各項目毎に売上を反映
した目標管理へ水準を上げたい

 環境経営計画の達成状況
過去の排出量を削減した過程を振り返り、有効性の高い活動を
情報共有し拡充に繋げる計画を立てる

 環境関連法規等の遵守状況
該当する環境関連法規について継続し遵守
従業員に向けた社員教育と周知が次に行うべきステップ

評             価

 環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ
総CO2排出量と売上の相関の把握が困難、
売上を反映した負荷をﾁｪｯｸする体制を構築する必要がある

 環境への取組の自己ﾁｪｯｸ
事業活動に伴う環境負荷を把握し、大きな影響を与えている活動を
特定し、今後実施していくべき具体的な取組を明らかにする

株式会社中静工業所
代表取締役社長　岩田 潔周

 環境経営目標 要
売上を反映させた目標管理に変更
2021年度実績の-1％とする

  項         目  変　 更　 内　 容

 環境経営方針 否
変更無し

 環境経営計画 要
SDGsを自社に取り入れるための知識を高め、
具体的な取り組みを開始する

 環境経営システム 否
変更無し

項         目
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